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　どこのお家うちにも、古ふるくから使つかい慣なれた道具どうぐはあるものです。そしてそのわりあいに、みんなからありがたがられていないものです。英えいちゃんのおうちの古ふるいはさみもやはりその一つでありましょう。

　英えいちゃんの、いちばん上うえのお姉ねえさんが小ちいさいときに、そのはさみで折おり紙がみを切きったり、また、お人形にんぎょうの着物きものを造つくるために、赤あかい布きれや紫むらさきの布きれなどを切きるときに使つかいなされたのですから、考かんがえてみるとずいぶん古ふるくからあったものです。

　その時分じぶんにはこんな黒くろい色いろでなく、ぴかぴか光ひかっていました。そして刃はもよくついていてうっかりすると、指ゆびさきを切きったのであります。

「よく気きをつけて、おつかいなさい。おててを切きりますよ。」と、お母かあさんが、よく、ご注意ちゅういなさったのでした。

　お姉ねえさんは、おちついた性質せいしつで、お勉強べんきょうもよくできた方かたですから、めったに、このはさみで指ゆびさきを切きるようなことはしませんでした。使つかってしまえば、箱はこの中なかに、ちゃんとしまっておきました。

　お姉ねえさんが、まだ十とおか十一のころです。ある日ひのこと、

「あれ、なあに。」と、ふいにお母かあさんにききました。

「なんですか。」と、お母かあさんは、おわかりになりませんでした。

「アカギタニタニタニって？」

「あああれですか、はさみ、ほうちょう、かみそりとぎという、とぎ屋やさんですよ。」と、お母かあさんはお笑わらいになりました。

「私わたしの持もっている、はさみといでもらっていい。」と、お姉ねえさんがききました。

　このときの、アカギタニタニタニがいつまでもお家うちの笑わらい話ばなしの種たねとなりました。

「ほら、アカギタニタニタニがきましたよ。」と、とぎ屋やさんが、まわってくると、お母かあさんが笑わらっておっしゃいました。それからいくたびこのはさみは、とぎ屋やさんの手てにかかったでしょう。

　お姉ねえさんは、女学校じょがっこうを卒業そつぎょうなさると、お針はりのけいこにいらっしゃいました。そのときには、このはさみは、もう、そんな役やくにたたなかったので、新あたらしい、もっと大おおきなはさみをお求もとめになりました。そして、いままでのはさみは、平常ふだん、うちの人ひとの使つかい用ようとされてしまいました。けれど、ちょうど、英えいちゃんの上うえの兄にいさんが、いたずら盛ざかりであって、このはさみで、ボール紙がみを切きったり、また竹たけなどを切きったりしたのです。

　けれど、はさみは、不平ふへいをいいませんでした。あるときは、縁台えんだいの上うえに置おき忘わすれられたり、また冷つめたい石いしの上うえや、窓まどさきに置おかれたままでいたことがありました。そんなときは、さすがにさびしかったのです。

「はやく、お家うちへはいらないと、知しらぬ人ひとにつれられていってしまうがな。」と、星ほしの光ひかりをながめて心細こころぼそく思おもったことがありました。

「また、はさみが見みえませんが、どこへいったでしょう。」と、あくる朝あさ、お母かあさんが、つめを切きろうとして、はさみが見みつからないので、こうおっしゃいました。

「きのうまで、箱はこの中なかにはいっていたんですよ。また、太郎たろうさんが使つかって、どこかへ置おき忘わすれたのでしょう。」

　姉ねえさんは、方々ほうぼうおさがしになりました。そして、子供こどもたちが遊あそぶご門もんの石いしの上うえに置おいてあったのを見みつけなさいました。

「まあ、こんなとこに置おいてあって、よく人ひとに拾ひろわれなかったこと。」

　そういって、お姉ねえさんは、子供こどもの時分じぶんからのはさみをなつかしそうに、ごらんなさいました。すると、過すぎ去さった日ひの記憶きおくがつぎつぎと目めに浮うかんできたのです。

「長ながくあるはさみね、だいじにしなければならないわ。」

　お姉ねえさんは、なくならないように、赤あかいひもをはさみにおつけになりました。

　しかし、はさみは、もう年としをとって、たいした役やくにはたちませんでした。

「切きれない、はさみだなあ。」と、太郎たろうさんが、かんしゃくを起おこして畳たたみの上うえへ投なげ出だしても、はさみは自分じぶんの切きれないのをよく知しっていましたから、がまんをして、あきらめていたのであります。そしてこのごろは、げたの鼻緒はなおを立たてたり、つめを切きったりするときだけにしか使つかわれなかったけれど、年としとったはさみは、若わかいころ、お嬢じょうさんが人形にんぎょうの着物きものをつくるときに、美うつくしい千代紙ちよがみや、折おり紙がみを切きったり、また、お母かあさんが、お仕事しごとをなさるときに使つかわれた、いくつかの華はなやかな思おもい出でを目めに浮うかべて、せめてものなぐさめとしていたのでした。

　あるときのことです。いつもの、とぎ屋やさんがやってくると、

「アカギタニタニタニがきた、はさみといでもらっていいでしょう。」と、太郎たろうさんは、お母かあさんにいいました。とぎ屋やさんのことを、いつか、アカギタニタニタニとしてしまったのでした。

　お母かあさんが、いいとおっしゃったので、とぎ屋やさんにたのむと、おじいさんは、しみじみとはさみをながめて、

「もう、古ふるくなって、腰こしがよわくなりましたから、といでもそう切きれませんよ。」といいました。人間にんげんと同おなじように、はさみの腰こしがまがって、よわってしまったのでした。

　ちょうどその時分じぶん、いちばん小ちいさい英えいちゃんが学校がっこうに上あがりました。そして学校がっこうで手工しゅこうにはさみがいることになりました。

「英えいちゃんが持もっていくのに、ちょうどあぶなくなくてこのはさみがいいでしょう。」と、お母かあさんが、赤あかいひものついているはさみをお出だしになりました。

　はさみはまた筆入ふでいれの中なかにいれられて、その後ご英えいちゃんのお供ともをすることになりました。お家うちの人ひとはこのはさみならとみんな安心あんしんしていました。なんでもすべて古ふるくからのものには、こうした愛あいと安心あんしんと親したしみがあるものです。


底本：「定本小川未明童話全集　10」講談社

　　　1977（昭和52）年8月10日第1刷発行

　　　1983（昭和58）年1月19日第6刷発行

※表題は底本では、「古ふるいはさみ」となっています。
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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